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災害時トイレの課題
不可避の災害
避難所での「し尿の処理」は「水や食糧の確保」と同じく重要な課題です。過去の災害では、
不衛生で劣悪なトイレ環境のため健康被害に至ったケースも報告されており、
災害から助かった命をつなぐためには、だれ一人として取り残さず、いつもと同じように
使えるトイレ環境の整備が大切です。

Toilet issues during a disaster
Disaster is inevitable.
"Treatment of human waste"  is as important as "securing of drinking water and food" 
at the refuge. In the past disasters, it has been reported that unsanitary and poor 
toilet environment has resulted in health damage, and in order to save lives from 
the disaster, no one is left behind and the toilet can be used as usual. 
It is important to improve the environment.

課題解決に向けた取り組み
LIXILと金沢工業大学は、災害配慮トイレ「レジリエンストイレ」を地域住民の避難施設で
あるキャンパス内の体育館に整備しました。
さらに、金沢工業大学防災・減災プロジェクトチーム「SoRA（Student open Residents 
and Administration）と連携し、地域のみんなが力を合わせて災害に立ち向かう強靭な
自助・共助のための組織づくりを進めています。

Efforts to solve problems
LIXIL and Kanazawa Institute of Technology have installed considering disasters 
toilet "Resilience Toilet" in the gymnasium on campus, which is an evacuation 
facility for citizen. Furthermore, in collaboration with the Kanazawa Institute of 
Technology Disaster Prevention and Reduction Project Team 
"SoRA (Student open Residents and Administration)", we are building an 
organization for strong self-help and mutual assistance in which everyone 
in the community works together to confront disasters.

写真 ： 金沢工業大学体育館全景、金沢工業大学体育館トイレ内

出典 ： 坂本菜子コンフォート
　　　スタイリング研究所

トイレの衛生環境悪化は健康障害や災害関連死などに繋がる
危険性があります
▶トイレに行くこと自体の心理的ストレスから水分や食事を控えることに
　よるエコノミークラス症候群などの危険性。
▶トイレの清掃が行き届かないための不衛生状態による感染症の危険性。

SoRAメンバーに向けた防災授業
災害が起きた際に的確な判断・行動ができるよう、
体育館に設置したレジリエンストイレを実際に
使い学びました。

災害により断水が発生しても、
洗浄水量を切り替えることで、
いつもと同じように
水洗トイレが利用できます。

緊急事態への対応は「モノ」を整備するだけでは足らず、適切かつ確実に運用できる人づくりと体制が大切なポイントです。

強靭な自助・共助のための組織づくり
地域のみんなが力を合わせて災害に立ち向かうことが
できるようSoRAメンバーが活動をしています。

特長（3）下水道までの汚物搬送
1Lの洗浄水では不足する下水道までの
搬送エネルギーを2つのいずれかの方式
（汚水循環方式と手動給水方式）で補い、
汚物を搬送します。

特長（2）強制開閉弁方式による排出
開閉弁を開き、重力＋水の力で汚物を
落下させるため、1Lの洗浄水で確実に
排出します。

特長（1）洗浄水量の切り替え
ロータンク内のフロート（浮き）の位置を
決める止めリングを取り外すだけで簡単に
短時間のうちに、洗浄水量を5L→1Lに
切り替えることができます。

●高齢者にはバケツが重い　●上手に流せない　●床が汚れて不衛生

洗浄水量の切り替え

洗浄方法の比較

災害時の運用方法

止めリング
を外す

断水時

レジリエンストイレ一般的なトイレ

手動給水方式汚水循環方式

強制開閉弁式トラップ構造

最上流側の器具から搬送水を
投入し汚物を搬送

汚水を排水横主管内に
循環し汚物を搬送

平常時

洗浄水量を5Lから
1Lに切り替える

タンク給水時は
タンクのフタを外す。

タンク内に水を入れる

洗浄水量1Lで使用します。使い方は平常時と同じです。
汚物を水で洗い流す方法は2通りから選べます。　

ヒシャクやペットボトルで
鉢内の汚れを水で洗い流す。

断水時の使い方

プールや井戸、ため池
などから水を調達 汚れを洗い流す

または

1Lの水で
OK！

洗浄ハンドルを回して流す

洗浄ハンドル
を回す

災害でライフラインが途絶えた際、水を運ぶ頻度も多く、身体状況によっては負担
になります。

断水時のトイレの状況 

LIXILは災害時だからこそ、いつも通りに使える新しい発想のトイレを考えました。

感染症が不安…

掃除や
汚物の処理…

床が汚れて
不衛生…

汚れたトイレは
使いたくない !

トイレが
我慢できない !

外のトイレは
雨降ったりしたら

嫌だなあ

バケツが重くて
水を運ぶのが大変！

上手に
流せない
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